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【企画展４】 

創建 350 年記念展示 

 錦帯橋展 前期「時をかける」 ／ 後期「美をうつす」 

 

 

１.概要 

創建 350 年の節目として、前後期の二期に分けて記念展示を開催。前期は、古文書や写真などの歴史資料

から錦帯橋のこれまでの歴史を振り返るとともに、世界文化遺産に向けた取り組みも紹介。後期は、錦帯橋

の景観美によって生み出された絵画や詩書などの美術工芸品を紹介する。    （担当学芸員：松岡智訓） 

 

２.会期 

 前期：令和５年９月３日(日)～10月 22日(日) ／ 後期：令和５年 10 月 29日(日)～12月 17日(日)  

 ただし、月曜日休館（祝日の場合は次の平日） 

 

３.開館日数 前期：43日 ／ 後期：43 日  

 

４.入館者数 前期：4,590人 ／ 後期：5,193 人  
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５.展示目録 

前期「時をかける」 

№ 資料名 時代 備考 

１章 岩国城下町 

岩国城下町のはじまり 

参 1 慶長国絵図控図周防国・長門国 慶長 10年（1605）頃 宇部市 

1 伝 岩国城断面図 江戸時代  

分散配置された城下町 

参 2 岩国領全図 寛文 8年（1668）  

２章 城下町を結ぶ 

船と橋 

2 岩国沿革志（藩制編年 6） 明治 35年（1902）  

3 御用所日記（春・夏） 延宝元年（1673）  

流される橋 

4 御取次所日記 明暦 3年（1657）  

5 御取次所日記 万治 2年（1659）  

３章 流されない橋 

運命の出会い 

6 岩邑年代記 1（朝枝本） 江戸後期  

7 諸国六十八景 甲斐 猿はし 文久 2年（1862）  

8 中津日記 寛文 4年（1664）  

参 3 独立性易像 寛文 7年（1667）賛 長崎歴史文化博物館 

9 西湖遊覧志（写本） 寛文 4年（1664）  

参 4 西湖遊覧志 嘉靖 26年（1547） 吉川史料館 

10 御用所日記（春・夏） 寛文 12年（1672）  

11 諸国名所百景 肥前長崎目鏡橋 安政 6年（1859）  

創建 

12 御用所日記（延宝元年 秋・冬） 延宝元年（1673）  

13 橋方御普請役者注文 延宝元年（1673）頃  

14 巌山金玉集 明治 34年（1901）  

15 岩国沿革志（藩制編年 11） 明治時代  

４章 進化する橋 

最初の流失 

16 御用所日記（春・夏） 延宝 2年（1674）  

17 御用所日記（秋・冬） 延宝 2年（1674）  

改良と架け替え 

18 岩邑年代記（三浦本）1 江戸時代後期  

参 5 錦帯橋掛替図面 元禄 12年（1699）  

19 御伺留 明和 7年（1770）  

20 刎橋留書 天保 11年（1840）  

21 御用所日記 元文 5年（1740）  

22 橋方御普請役者注文 延宝元年（1673）頃  
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23 横山地反橋之図 宝暦 10年（1760）  

24 当用覚書 明治時代初期  

25 橋出米御算用状 天保 14年（1843）  

26 算用所日帳 弘化 4年(1847)  

27 算用小日記 安政 5年(1858)  

28 型板写真 ①平成時代 

②昭和時代初期 

岩国市 

５章 流失と再建 

キジア台風 

29 明治時代の錦帯橋 ①明治時代 

②明治 31年（1898） 

 

30 興風時報 昭和 7年（1932） 塩井亮太郎氏贈 

31 キジア台風による流失写真 昭和 25年（1950） 田坂哲哉氏贈 

32 キジア台風による流失写真（カラー） 昭和 25年（1950） 岡崎茂氏提供 

再建 

33 興風時報 昭和 26年（1951） 塩井亮太郎氏贈 

34 再建工事写真 昭和 27年（1952）  

35 渡初式写真 昭和 28年（1953）  

６章 時をかける 

時代を越えて 

36 市報いわくに 昭和 48年（1973） 岩国市 

37 錦帯橋三百歳 昭和 48年（1973）  

38 平成の架替写真 平成 14年～16年 

（2002～2004） 

岩国市 

世界遺産登録を目指して 

           ※参考（参）は、写真パネル展示、もしくは図録掲載のみ 

             ※備考欄に表記のない資料は、すべて岩国徴古館蔵 

 

後期「美をうつす」 

№ 資料名 時代 備考 

７章 美をうつす 

名所としての錦帯橋 

参 6 猿橋記 宝暦 5年（1755）  

39 根笠行紀 元禄 11年（1698）  

40 大日本国名橋見立相撲 江戸～明治時代 腰原幹雄氏贈 

41 御用所日記 天保 2年（1831）  

42 洪水之節旅人橋往来差留候趣諸支配之控 宝暦 2年（1752）  

43 滑稽道中宮嶋土産 嘉永 4年（1851）  

44 人形石 江戸時代後期  

45 遯庵文集 享保 12年（1727）  

46 御遊覧事之記 江戸時代後期  

47 巌邑志 享保 8年（1723）  
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題材としての錦帯橋 

描かれた錦帯橋～岩国編～ 

48 錦帯橋図（三戸養因作） 宝暦 11年（1761）  

49 錦帯橋図（渡辺永喜伝） 文化 4年（1807）  

50 錦帯橋図（河野絲白斎作） 江戸時代後期  

51 錦帯橋図（和田石英作） 江戸時代後期  

52 錦帯橋図（内田耕月作） 江戸時代後期  

53 錦帯橋図（佐藤美信作） 江戸時代後期  

54 錦帯橋図（野村令一作） 明治 7年（1874） 寄託資料 

岩国徴古館保管 

55 義済堂・玖珂郡役所図 明治 14年（1881）  

56 錦帯橋之花 昭和時代  

57 周防岩国錦帯橋図間数百二十五間 江戸時代後期  

58 防州岩国錦帯橋図 江戸時代後期  

59 周防岩国錦帯橋図並厳島遠望 江戸時代後期  

60 錦帯橋之図 明治時代前期  

61 周防岩国錦帯橋明細図 明治 38年（1905）  

描かれた錦帯橋～全国編～ 

参 7 西遊旅譚 天明 8年（1788） 国立国会図書館 

62 錦帯橋図 明治 40年（1907）  

参 8 全国名勝絵巻 錦帯橋の巻 江戸時代後期 徳島県立博物館 

63 錦帯橋図 江戸時代  

64 錦帯橋図 江戸時代後期  

参 9 紅毛油画名所尽 錦帯橋 文政末期 

（1828～1829） 

山口県立萩美術館 

浦上記念館 

参 10 諸国名橋奇覧 すほうの国きんたいはし 天保初期 

（1831～1834） 

山口県立萩美術館 

浦上記念館 

参 11 周防岩国錦帯橋之図 文政～天保期頃 

（1817～1843） 

山口県立萩美術館 

浦上記念館 

参 12 浮絵防州岩国錦帯橋之図 天保期 

（1830～1843） 

山口県立萩美術館 

浦上記念館 

65 周防岩国錦帯橋遠見図 嘉永 5年（1852）  

66 六十余州名所図会 周防岩国錦帯橋 嘉永 6年（1853）  

参 13 諸国名所百景 周防 岩国錦帯橋  安政 6年（1859） 山口県立萩美術館 

浦上記念館 

参 14 西国名所之内 二十 岩国錦帯橋 慶応元年（1865） 山口県立萩美術館 

浦上記念館 

67 日本地誌略図 錦帯橋 明治 9年（1876）  

68 瓜生氏日本國盡 明治 5年（1872）  

69 周防錦帯橋 大正 13年（1924）  

70 錦帯橋（夜桜） 昭和時代  

題材としての錦帯橋 

71 錦帯橋詩 文化 2年（1805）  
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72 錦帯橋和歌 江戸時代後期  

73 錦帯橋詩 明治時代前期  

74 防州錦帯橋雛形 明治時代前期  

75 錦帯橋絵葉書 大正時代～昭和時代前期  

76 錦帯橋切手 昭和時代前期  

※参考（参）は、写真パネル展示、もしくは図録掲載のみ  

      ※備考欄に表記のない資料は、すべて岩国徴古館蔵 

 

６.関連行事 

（１）関連講座(郷土史研究会として開催) 

①演題：「石人形の歴史と錦帯橋との関わり」 

講師：横田太陽氏(岩国石人形資料館) 

日時：令和 5年 11 月 19日(日)10時～11時 30分 

場所：サンライフ岩国 大会議室 

参加者：30人 

 

    ②演題：「錦帯橋創建 350 年-時をかける・美をうつす-」 

     講師：松岡智訓（岩国徴古館学芸員） 

     日時：令和 5年 12月 17日(日)10時～11時 30 分 

     場所：サンライフ岩国 大会議室 

     参加者：44 人 

 

（２）担当学芸員による展示解説 

場所：第一展示室 

    日時：①令和 5年 9 月 10日（日）10 時～10時 30 分 

        ②令和 5年 9 月 30日（土）10 時～10時 30 分 

    参加者：計 12人 

 

７.刊行物 

（１）「創建 350年記念展示 錦帯橋展図録」 １冊 1,200円 

  （２）マスキングテープ「錦帯橋図（三戸養因）」 1 本 500円 

  （３）缶バッジ「周防国錦帯橋遠見図」 １個 200円 

 

 

 


